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殼皮と内殼皮の比較検討

堀 田

芸

進

イケチョウガイ(Hyriopsis schlegeli) い吸収帯がおおいが，真珠層コンキオリンと前こ

の殻の真珠層には，不規則索広がりをもった内真 者とは異たる。とくに，アミト．I ･Ⅱ吸収帯付近
珠層が数枚挾在する（第1図）。内真珠層の内側 および指紋領域において，この事実が明らかであ
には，内稜柱層が分布する。このような内真珠層 る。

の存在する所見は， カワシンジュガイ(Unio 殻皮，内殻皮のアミドI吸収帯付近（波数1700

max･garifex･a)にも認められる（林忠彦， ～1600cm-'付近）の吸収帯のピークは, 1600"2-'
1955）。

ｲｹﾁｮｳｶｲの殻の殻皮と内殻皮を比較する ｱﾐﾉ駿馨院ン殻 皮 内殻皮
ため， (1)アミノ酸分析， (2)赤外線吸収スペクトル ー－

、oユ鉛 moユ籍 皿o1％
の測定, (3)D20処理による赤外線吸収スペクトル IJys 2．42 0.92 . 1.9p

の変化などを調べた結果を概報するo HiS 0．41 1.44 2.63

(1)アミノ酸分析結果（第1表) Arg a56 5.58 2.20

殼皮および内殼皮のアミノ酸組成は，いずれも, Asp 922 4．74 2．38

G1y,Tyr,Pheがおおく含まれる。この組成上の Thr 2.00 1.66 0.89

織敷は，真珠層コンキオリンのそれと異なりキノ Ser 950 4.25 4.25

ンタンパク質特有のアミノ酸組成(Beedham,G. Glu 3.37 1.59 1.05

通.1954）を示す。イケチョウガイの殻の殼皮に pro 0.98 3.24 864

ついては，従来の分析結果（和田， 19“） とも G1y 2900 55.26 4Z57
大きな差異はたい。 Ala 24.00 2.67 2.59

殻皮と内殼皮の個別アミノ酸の相対量を比較す Cys O.48 0 +

ると， とくに， ロイシンとイソロイシンの量比が, Val 1.90 3.40 3.27

殼皮と内殻皮で逆転している。すなわち，殼皮で Met O.48 0.17 0.04

は， ロイシン（約5.1 moユ弱,単位は以下同様） エユeu l.37 1．87 5.59

がイソロイシン（約1.9）よりおおいのに比し, Xeu 5.82 5.10 1．49

内殻皮では，イソロイシン（約3.6）がロイシン Tyr l.62 R78 12.50

（約1.5）よりおおい。両者とも， イソロイシン Phe 3.81 3.99 5.37
とロイシンの和が約5mol%であり，そのうち約 一

S.4妬が共通部分，約1. 6筋が逆転部分とみると 第1表真珠層コンキオリン，殻皮，および，内
とができるかもしれない。 殼皮のアミノ酸分析結果
(2) 赤外線吸収スペクトル（第2図）

殻皮，内殻皮『および真珠層コンキオリンの赤

外線吸収スペクトルは，いずれも，アミド吸収帯 PR
OL

により特徴づけられるタンパク質のそれを示-jZ ,{;

波数3300c7"=l～700"-1付近の吸収帯の位

置（波数）からみると，殻皮と内殼皮でかなり近 …”
ー、ー一〃'．一〃‐ー， ′ユーー「』'辱皇一'v~多幸ン'噸-し 第1図イケチョウガイの模式断面図

P:殼皮, IP ;内殼皮, ON :外部真珠層，
升東京経済大学 エN :内部真珠層
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第2表D20処理による吸収帯の変化 1V

付近に存在し、 1“0,1690”‐‘に肩 E 』

”00 2000 1800 1300 1000 700

を有する。この点。真珠層コンキオリ WAVENAM‘印C賊-‘

ンの1630"""-1の強い吸収， とは異な第2図イケチヨウガイの真珠層コンキオリン(A),内殻皮佃)お
る。童た，内殻皮に顕著に認められる よび殼皮(o)の赤外線吸収スペクトル
1515cwi-Ⅱ付近の強い吸収はおよび, 1235α"~】 一夕によれば，ポリベプチド鎖の巻いたポリグリ
付近の強い吸収は，この赤外線吸収スペクトルを シンⅡは，波数900"-lに明瞭な吸収帯を有す
特徴づけている。このうち，波数1515”‐'付近 るが，ポリペプチド鎖の伸びたポリグリシンIに
の吸収は，多量含まれるTyr残基によるものとみ は検出されていない。

なされる(Benditm.G. 1967) 。 内殻皮のばあい, 1015cMz-1に吸収帯を有し，
(3) D20交換実験 900"z- lには吸収帯が検出されない。ポリグリ
内殻皮は，酸・アルカリ ・熱などに抵抗力のあ シンIのアミト．Vは， 708”‐』に位置する(Kr-
る膜状物質で，殻皮の酸．アルカリ溶液中でおこ mm,s.etal., 1968)。内殻皮のこの付近の吸
る褐色色素の溶出もみられたい。 収は695”－1で，これがポリグリシンIに関与

内殻皮および殻皮をD20中に浸し, D20処理 するとすれば，やや低波数になるが，ポリグリシ
前後の赤外線スペクトルの波数領域1550”~‘付 ンI型の存在は推定できうる。
近, 1450cm-1付近の吸収帯の強度の比較を試み 謝辞：赤外線吸収の測定のお世話をいただいた地

質調査所地球化学課の方々， とくに牧真－た。その結果を第2表に示九
氏に深く謝意を表する。（なお， この内容

(4) キノンタンパク質のコンフオメーション
は，筆者が東京教育大学在学中におこなわ

キノンクンパク質の特徴は, Tyr9Pheなどの
れた｡）

芳香族アミノ酸を多量に含有することにある。内

殼皮は, G1yを多量に含み, Tyr'Pheも比較的 文 献
多く含んでいるので’キノンタンパク質であるか， （1）林忠彦(1955）北海道区水産研報， 12，1－6．
キノンタンバク質に富んでいる， といえる。 (2) Seedham,G.m.(1954) Natare,174,750.

内殻皮のアミト．v吸収帯(700-600c77i-' )に (3)和田浩爾(1966) 日水誌, 32,255-259.
対応するピークは, 695,650(W),620c7w-!に見出 (4) Bendit,IB.G.(1967)Biopolymer,5.

される。宮沢ら（1962）によれば，これらの吸収 525－533．

は，それぞれ， β形， ランタ．ムコイル，およびa ⑤MiyaZawa7T､,Y.MasUdaandK,FUkU=
-ヘリックスの吸収帯の位置を示す。 shima(1962) Jou.r.PolymerSci . ,62,

S62-63.
一方，合成ポリペプチドの赤外線吸収スペクト

ルに関する研究から，ポリク｡リシン特性の吸収は, (6) Asaxi,M.,M.Tsuboi,'r.Shimanouchi
andS.Miyazawa(1154) Jour､phye･

波数1015c加一’にみられる(ASa:i,M. ,etal.,
Ohem． ,591 322-325.

綴)鳥蝋鰯,洲皇?7趨獣’7'…S. y…｡…(1968)…･1y-mer,6, 401-407.

(KriImneta1. ,1968)。また, Krimmらのデ
ー22－


